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【手続補正書】
【提出日】平成24年1月6日(2012.1.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像記録可能媒体から間紙を分離するための方法であって、
　間紙ピッカの第１の部分が、前記画像記録可能な材料上に第１の点において圧力をかけ
るように前記間紙ピッカを前記間紙に接触させるステップと、
　前記間紙上に第２の点に前記間紙ピッカのリトラクションローラ部分で圧力をかけるス
テップと、
　前記リトラクションローラを回転させることによって、前記間紙ピッカと前記画像記録
可能媒体との間の限定された空間に前記間紙を折り曲げるのを開始するステップと、
　前記リトラクションローラを回転させることによって前記間紙を捕捉するステップと
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、前記間紙のうち前記リトラクションローラに最も近い
部分に、限定された折り目を作るステップを含むことを特徴とする方法。
【請求項３】
　請求項２に記載の方法であって、前記リトラクションローラが、前記限定された折り目
を作る間に前記画像記録可能な材料上に圧力をかけるのを止めることを特徴とする方法。
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